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県からのたよりをスマホでも

多言語で配信中
Delivering Multi Languages特 集「一日も早い復旧・復興」へ
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半乾きの素地に文様を彫り込み、白土で埋める。「象嵌（ぞうがん）」と呼ば
れる高田焼の技法だ。７月28日、八代市の上野窯13代目・上野浩平さん
の工房も被災した。多くの作品を失った上野さんが、再び土と向き合った
のは地震３週間後。「後の世代に『残る仕事』をするのが私の役割」。その
言葉に、地震でも揺るがない伝統への矜持が見えた。

高田焼（八代市・氷川町）くまもとP R ID E
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